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敬愛する里親の皆さま 

 

 わたしたちの救い主イエス・キリストの御名においてご挨拶申し上げます。 

プリにおける「発展と教育のためのキリスト教機関」の運営委員会、職員一同とプリ・キンダーガルテンスクールの愛する子どもたちを代表し

て、この数ヶ月に皆さんからの届けられた多くの祝福の贈り物について神に感謝します。また、里親の皆さまの継続的な支援と祈りにも感謝

しています。そのような支援と祈りがあって、わたしたちのミニストリーである学校の働きを続けることができ、またこの働きを通して子どもた

ちや保護者がキリストの愛を体験することが出来ています。さらに感謝すべきは、新型コロナウィルス感染拡大のひどい状況が落ち着き、政

府からのガイドライン（感染拡大予防の徹底、消毒、マスクの着用など）に添って学校は開校しており、現在は学校関係者で感染している者

はいません。 

 今年の３月から大変暑く湿度も高い日が続いており、日中の気温が 40 度となる日もあります。そのような厳しい気候にも関わらず生徒の出

席率は非常に高い状況が続いています。これは生徒と保護者がこの学校の内容に満足していることのなによりの証拠です。日本を含む多く

の国では気候変動の影響を受け、この夏、40 度を超える気温となる国々もあると聞き大変驚いています。神さまがわたしたちの祈りを聞い

てくださり、少しでも過ごしやすくなればと願っています。こちらインドではほぼ全域で深刻または中程度の降水量が観測されこのモンスーン

（雨季）の時期に洪水が起こっている所もありますが、わたしたちの所では残念なことに、今に至るまでまとまった雨がなく困っています。この

状態がさらに数週間も続けば、プリを含むいくつかの地区が干ばつに見舞われることになるでしょう。プリではこの極端な暑さのゆえに多くの

人々が熱や下痢の症状に苦しんでいます。日本での想定を超える熱波のこともおぼえて、これ以上酷くならないように祈っています。わたし

たちも日本や他の国々が過ごしやすい気温となるように祈りますから、どうぞ、わたしたちの地区にも雨が注がれて、過ごしやすくなり、また

同時に農家の方々が食糧となる穀物を育てることが出来るようにお祈りください。 

 インドでは 2022-23 年度は 4 月に始まりましたが、夏休みはありません。なぜなら新型コロナウィルス感染拡大により長い間休校が続いて

いたため子どもたちが学力不足となったためです。昨年度と同様、わたしたちの学校では現在 75 名の生徒が在籍しています。今年度、生徒

たちにはそれぞれ２組の制服、靴を１組、靴下を２組、本、ノート、お絵かき帳、ペン、鉛筆、色鉛筆、クレヨン、学校カバン、ネクタイ、水筒な

どを無償で配布しました。これと共に、生徒が貧困家庭から通学していますので、毎朝、無料の朝食を、授業時間内に提供しています。パン

デミックの間、生徒の保護者は深刻な経済的危機に追い込まれ、子どもたちに十分な食事を与えることが出来ませんでした。このために、わ

たしたちの機関では定期的に食料品を生徒たちに配布することをしています。 

 今年度、わたしたちの学校では行事予定がたくさんあります。7 月 22 日には、クラス対抗のおしゃれコンテストを行い、これをしっかり見てい

ただくために保護者だけでなく家族も招待しています。8 月にはインドの独立記念日を学校としてお祝いします。お祝いの式典では子どもた

ちが愛国唱歌を何曲か歌い、踊りや暗唱を披露します。この式典にも家族や他の人々も招待します。その他の予定としては運動会、年に一

度の遠足、毎年恒例のお祝いの日、共和国記念日のお祝い、クリスマス祝会などがあります。 

 この数ヶ月の間に衣服、文具、を送ってくださった里親の皆さん、女性会の皆さん、そして日本のバプテスト教会の皆さんに心よりのお礼を

申し上げます。古着の配布はわたしたちが定期的に行なっている活動で、この町で多くの生活が苦しく助けを必要としている方々がその恩

恵を受けています。皆さんが送ってくださる文具は学用品として使用しており、経費削減につながっています。どうぞ引き続き学校で使えるよ

うなノート、お絵かき帳、白い紙、クレヨン、色鉛筆、鉛筆、ペン、おもちゃ、小さいタオル、ハンカチ、タオル、シーツ、歯ブラシ、のり、ホッチキ

ス、ペーパークリップなどを送っていただけると大変助かります。 

 私たちの機関が行う非常に人気があり、また結果指向の活動の一つに毎年 10 月に行なっている年１回のヴァケーション・バイブルスクー

ルプログラム（VBS）があります。1986 年からこの活動は続けており、このプログラムを通して多くの子どもたちがイエスさまのことを知り、救

い主として受け入れてきました。実際のところ、彼らの多くが現在、牧師、伝道者、教会のソーシャルワーカー、指導者として働いています。

日本バプテスト女性連合がこの働きのために献金を捧げてくださったことに心から感謝しております。しかしこの３年間は経済的状況やパン

デミックのためこのプログラムを開催することが出来ていません。私たちの町の多くの教会では今年は、この VBS が行われるのかどうかを



知りたく、大変期待しながら待っている状況です。どうぞ、その時期に新型コロナウィルスの心配がなく、さらに VBS を開催するために必要な

費用を神さまが備えてくださるようにと、祈りに覚えてください。 

 

2022-2023 年度の新入生 

2022 年の 3 月に 25 名の年長組が卒業しましたので、新しく 25 名の生徒が今年度入学しました。この新しい生徒たちは貧困家庭の子どもた

ちで、保護者の方々は日雇い労働者、人力車、オート人力車の運転手、漁師、小さな喫茶店勤務、露店での販売の仕事などをしています。

その方々は大変勤勉ですが稼ぎは少なく、子どもたちを有料の学校に高い学費を払って通わせることは出来ません。このようなこともあり、

皆さんご存知のようにプリ・キンダーガルテンスクールでは十分な資格を兼ね備えた教師が生徒たちに、有料の学校に劣らない常に質の良

い教育を提供しています。通常の教室での授業に加え、室内外の遊び場、視聴覚を用いたクラス、おもちゃ、音楽の授業、室内外での運動

活動、英会話、ダンス、園芸なども生徒たちの知識をより高みへと導くために提供しています。 

 

マスクと小さなタオルの配布 

2022 年 5 月 17 日にプリ・キンダーガルテンスクールではマスクと小さなタオルの配布を行いました。パンデミックの間、学校の子どもたちは、

インド政府が定めた新型コロナウィルス感染対策の手順に従い、学内でのマスク着用、手指消毒、授業前後の手洗い、ソーシャル・ディスタ

ンスを出来る限り保つことなどに取り組んできました。登校時にも消毒液での手指消毒をしています。子どもたちは貧困家庭から通っていま

すので、その多くがマスクを着用することが出来ませんでした。お母さんのサリーの布を切って作ったような物、またハンカチで代用する生徒

もいますが、すぐにズレてしまい大変不便そうでした。そんな中、里親の皆さん、女性会の方々、日本バプテスト連盟の兄弟姉妹の方々がマ

スク、石けん、小さなタオルを送って下さったこと、心から感謝申し上げます。 

 

定期テストと結果について 

2022 年 3 月 30 日には進級試験の結果を発表しました。生徒たちがテストで非常に良い成績をおさめたことを誇らしく思います。教員一人ひ

とりが日頃から生徒たちと、労を惜しまず向き合い教えていることが進級テストで大変良い結果につながっています。先生方にも心から感謝

しています。同日、保護者会を行い通知表を保護者に配布しました。 

 

普段着の支給 

パンデミックの間、多くの保護者は経済的危機に陥り、子どもたちのために普段着を工面することが出来ませんでした。制服を配る直前に、

ほとんどの子どもたちが破れた服を着ているのに気がつきました。そこで、2022 年 3 月 14 日に、里親の皆さん、日本のバプテスト教会の女

性会、教会員の皆さんから頂いた衣服を学校で全生徒に配りました。また、プリ・キンダーガルテンスクールやスラムでも何度か古着配布プ

ログラムを行っています。 

 

制服、かばん、本を配りました 

2022 年 4 月 26 日、数冊の本と、ノートをセットで全生徒に無償で配布しました。また 2022 年 6 月 22 日には、生徒たちに制服 2 組と学校用

リュックを学校から無償で配りました。 

 

 このニュースレターを閉じるにあたり、里親の皆さん、友人たちをはじめとして、日本バプテスト女性連合、そして日本のバプテストの諸教会

及び女性会の皆さんが、私たちの学校の生徒たちをその愛と祈りと経済的支援を持って支え続けておられることに対して改めて心から感謝

申し上げます。この生徒たちは貧しく周辺に追いやられた家庭から来ています。皆さんからの支援がなければ、この小さな子どもたちの人生

は今とは非常に異なるもの、日の当たらないものだったはずです。しかし皆さんからの支援により、私たちの学校を通して、将来よき人になる

ための適切な教育と訓練を受けたことで、子どもたちのライフスタイルが変わり、保護者の多くはここ、プリ・キンダーガルテンスクール修了

後にも子どもたちが更なる学校での学びを願うようになります。 

 



スラムに住んでいる人たちにとって子どもたちは 7、8 才になれば保護者にとって収入を得るような存在となるため、教育を受けさせることに

関心はありません。そして、その歳になるまでは子どもたちは、ただいたずらに遊ぶことしかしないのです。けれどもプリ・キンダーガルテンス

クールに入学し、必要な愛情とケアを受ける中で、保護者を含めてその態度が劇的に変化し、彼らに学校に通い、学びたいという強い関心

が生まれます。 

 プリ・キンダーガルテンスクールを卒業した子どもたちは、今、施設や教育レベルが充分とは言えない公立の学校に通っています。2022 年

3 月 30 日に保護者会を行いました。多くの保護者が皆さんのおかげで子どもたちがプリ・キンダーガルテンスクールで学ぶことが出来、勉強

に興味を持つようになったと感謝をしていました。これはすべて皆さんからの継続的な経済的支援と祈りによるものです。皆さんとご家族の

上に神の祝福がありますように。わたしたちの学校で貧しい子どもたちが教育に与るように支援をして下さった皆さんとその家族には神が豊

かに祝福を用意して下さっていると信じます。 

 多くの保護者が自分の子どもをプリ・キンダーガルテンスクールに通わせたいと希望をしていますが経済的に、これ以上の生徒を受け入れ

る余裕がありません。どうぞ、皆さんの家族、親戚、友人、同僚、またそれぞれの教会の皆さんに、この学校のこと、里親の会についてご紹

介ください。そして、里親として加わってくださるようにお勧めください。更に生徒を迎え入れることが出来るようにするためです。里親の会に

加わることや支援金を送ることについて里親の会代表の松本素代美さんにご連絡をお願いします。喜んで対応をしてくださいます。松本さん

の住所は〒852-8132 長崎市扇町 28-19 電話は 090-7952-3703 メールアドレスは taiyo-hoshi@tune.ocn.ne.jp です。 

 

生徒たちは皆、大変元気にしています。皆さんにくれぐれもよろしくとのことです。神の祝福が皆さんと、ご家族、そして教会の皆さんの上に

ありますように。 
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ダンスクラス ゲームクラス 

運動 本配布 

朝食 授業風景 



靴とリュック配布 本配布 

ゲーム 授業風景 

タオルと石鹸配布 リュック配布 



靴とリュック配布 授業風景 

年度末テスト 普段着配布 

リズムクラス 靴とリュック配布 



視聴覚クラス 普段着の姿 

衣服配布 通信簿配布 

古着配布 古着配布 



 
2022-2023年度	 入学説明会 


